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「
汝
が
家
に
昔
曽
一
比
丘
を
供
養
す
。
彼
比
丘
、
然
も
道
眼
未
だ
明
な
ら
ず
。
虚
く
信
施
に

霑
ふ
を
以
て
の
故
に
、
報
ゆ
る
に
木
菌
と
為
れ
り
。」

「
比
丘
と
し
て
家
を
捨
て
道
に
入
り
ぬ
。
居
処
も
是
れ
吾
地
に
非
ず
。
食
法
、
全
く
是
れ
我

物
に
非
ず
。
衣
服
も
全
く
我
業
に
非
ず
。
一
滴
草
一
茎
草
、
総
て
是
れ
受
用
す
べ
き
物
に
非

ず
。
所
以
如
何
と
な
れ
ば
、
汝
諸
人
悉
く
皆
国
土
に
孕
ま
る
。
一
天
下
国
土
上
、
悉
く
是
国

王
の
水
土
に
非
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
然
る
に
家
に
在
れ
ば
親
に
仕
へ
、
国
に
侍
べ
れ
ば
君

に
事
ふ
ま
つ
る
。
是
の
如
く
な
る
時
、
天
地
加
護
あ
り
て
、
自
ら
陰
陽
の
恵
を
受
く
。
然
も

な
ま
じ
ゐ
に
仏
法
を
願
は
ん
と
号
し
て
、
仕
ふ
べ
き
親
に
も
仕
へ
ず
、
事
ふ
ま
つ
る
べ
き
君

に
も
事
ふ
ま
つ
ら
ず
。
何
を
以
て
か
父
母
生
成
の
恩
を
報
じ
、
何
を
以
て
か
国
王
水
土
の
恩

を
報
ぜ
ん
や
。
道
に
入
り
て
道
眼
な
か
ら
ん
、
恰
も
国
賊
と
謂
つ
べ
し
。」

「
昔
の
比
丘
は
道
眼
未
だ
明
な
ら
ず
と
雖
も
、
修
行
退
転
な
き
に
依
て
、
是
を
報
ず
る
故
に

木
菌
と
も
作
れ
り
。
今
の
比
丘
の
如
き
は
、
一
生
已
に
終
ら
ん
時
、
閻
老
、
汝
を
許
す
こ
と

能
は
ず
。
今
の
粥
飯
は
或
は
鉄
湯
と
な
り
、
或
は
鉄
丸
と
な
り
て
、
是
を
呑
ん
時
、
身
心
紅

爛
し
も
て
行
く
こ
と
あ
ら
ん
」

「
諸
上
座
、
光
陰
惜
む
べ
し
。
時
は
人
を
待
た
ず
。
一
朝
眼
光
落
地
を
待
つ
こ
と
莫
れ
。
緇

田
一
箕
の
功
な
く
ん
ば
、
鉄
囲
百
刑
の
痛
に
陥
る
。
言
ふ
こ
と
莫
れ
、
道
は
ず
と
。
諸
仁
者
、

幸
に
辱
く
如
来
の
正
法
輪
に
遭
へ
り
。
市
中
に
虎
に
遭
は
ん
よ
り
も
稀
な
り
。
優
曇
華
の
一

現
す
る
よ
り
も
稀
れ
な
る
べ
し
。
子
細
に
用
心
し
、
子
細
に
参
学
し
て
、
須
く
道
眼
清
明
な

る
べ
し
。」

「
思
ふ
べ
し
、
汝
等
家
を
捨
て
郷
を
離
れ
し
時
、
一
粒
の
蓄
へ
な
く
一
糸
を
も
懸
け
ず
、
孤

露
に
し
て
遊
行
す
。
只
道
眼
の
為
に
身
を
任
せ
、
法
の
為
に
命
を
捨
つ
べ
し
。
豈
最
初
発
心
、

徒
に
名
利
の
為
め
衣
食
の
為
め
に
せ
ん
や
。
然
れ
ば
人
人
問
ふ
に
及
ば
ず
、
但
自
己
最
初
の

発
心
を
顧
み
て
、
自
ら
是
処
を
省
み
、
又
不
是
処
を
省
み
よ
。
故
に
謂
ふ
。
終
を
慎
む
こ
と

始
の
如
く
す
る
こ
と
難
し
と
。
実
に
初
心
の
如
く
せ
ん
に
、
誰
か
道
人
と
為
ら
ざ
ら
ん
。」
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